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⾃動計測システム

⾃動計測によるメリット
推進性能試験の効率化・計測精度の向上・再現性の向上による品質向上
400m⽔槽とともに中⽔槽の⾃動計測システム(→⾃律計測・無⼈化）の整備も進めている。

自航モータ

流速計 クランプ

POT動力計 波浪中キャリッジ

造波機、南端消波板
側面消波板

制御PC



試験装置の仕様

試験装置

装置名 制御
曳引車 発進、加速、減速、停止
流速計 南向、北向
クランプ 開、閉、フィードバック信号
自航モータ 回転数、回転方向、開始、停止
POTモータ 回転数、回転方向、開始、停止
波浪中キャリッジ 定常力、ばね定数、開始、停止
造波機 波高、波長、造波時間、開始、停止、造波信号転送
南端・側面消波板 昇、降、停止

試験装置の制御仕様は次のとおり



計測システム

400m水槽 中水槽

A/D
48CH

(PCI-3176×3枚)
48CH

(PCI-360116×3枚)

パルスカウンタ
4CH

(PCI-6201×1枚)
3CH

(PCI-360116×3枚)

DIO
32点

(PCI-2726CM×1枚)
32点

(PCI-2726CM×1枚)

D/A
8CH

(PCI-3340×1枚)
8CH

(PCI-3340×1枚)

2軸船波浪中自航試験の計測（例）

計測・制御項目 使用CH数

A/D
抵抗×2、横力×2、前後揺れ、上下揺れ×2、横揺れ、縦揺れ、

スラスト×2、トルク×2、波高
14CH

パルスカウンタ 対水流速、プロペラ回転数×2 3CH

DIO 対水流速向き(4点)、クランプ開閉(4点)、自航モータ(3点) 11点

D/A プロペラ回転数、定常力、ばね定数 3CH

※圧力計測やその他の試験装置制御などの拡張に十分対応。

計測・制御ボードの仕様



⾃動計測システムソフトウェア

⾛⾏計画は別途作成し、読み込み利⽤

１⾛⾏で複数船速の計測が可能。
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⽔槽オンライン⽴会システム

n Webアプリ上で⽔槽試験の実施状況・データの確認や⽐較、チャット機能を⽤いた
データファイルの送受信、試験実施者との連絡ができる有料サービス

n 利⽤者メリット︓社内での迅速な試験評価（⾺⼒評価、再試）、実績データとの⽐
較、出張費削減や試験映像の取得がリアルタイムで可能となる。

n 利⽤料⾦︓40,000円/⽇



⽔槽オンライン⽴会システム
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⽔槽オンライン⽴会システム

n 模型船の状態表、⽔槽試験結果はリアルタイムで更新。
n ⼿持ちの実績データとの⽐較も可能（⽐較データは海技研には開⽰されない仕様）
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曳引⾞上の機器配置等のシステム詳細

曳引台⾞上のシステム解説動画
（2021年1⽉公開実験）



まとめ

n⾃動計測システムを400m⽔槽、中⽔槽で開発・運⽤
- 推進性能試験の効率化・計測精度の向上・再現性の向上による品質向上を実現

n⽔槽オンライン⽴会システムを開発・運⽤
- Webアプリ上で⽔槽試験の実施状況・データの確認や⽐較、チャット機能を⽤いたデータファ
イルの送受信、試験実施者との連絡が可能。
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